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6 月 28 日から 7 月 7 日にかけての豪雨では、県内各地

に被害をもたらし、特に三好市、つるぎ町や上勝町では、

地すべり性の山腹崩壊や､地域住民の重要な生活道とな

っている町道の決壊など､多くの被害が発生しました。 
徳島森林管理署では、今般の災害発生に際し、徳島県

や三好市をはじめとする関係機関と密接に連絡し、民有

林災害発生時における初動活動の支援に取り組みまし

た。具体的には、徳島署が所有するドローンを実際に被災

地上空を飛行させ、被災状況(大きさ、形状など)を把握す

るとともに、空撮データを分析し、得られて結果を関係機

関に提供し､その後の対策に役立ていただきました。徳島

署では、今後もこのような取組を行っていきます。 

豪雨災害での支援に取り組みました 

徳島署では、7 月 6 日徳島県林業人材育成棟で開催さ

れた「とくしま木づかい県民会議」に出席しました。今回の

会議では関連行事として、来年2月26日に四国では初め

ての開催となる「木育サミット in徳島」のプレイベントとして

東京おもちゃ美術博物館長による特別講演のほか、「木

が人に与える影響について」などの講演も催され、県民会

議会員のほか､多くの方々が参加していました。とくしま木

づかい県民会議は、県内の林業・木材関係者のほか､建

築、子育て支援団体、大学などの教育機関、行政など幅

広い分野から 121 団体が参画しており、徳島署も昨年度

から参画しています。徳島署では県民会議の活動を通じ

て、県産材需要拡大に今後も積極的に努めていきます。 

木づかい県民会議に出席しました 
 

徳島文理大学の学生がシカを解体！ 
徳島森林管理署では、南つるぎ地域活性協議会と協

同で、7 月 14 日高城山国有林でニホンジカ被害対策のた

めのシカネットを設置しました。この活動には地元徳島文

理大学の学生 17 名も参加しました。学生たちはネット設

置後、那賀町内の処理施設に移動し、実際に国有林内で

捕獲されたニホンジカを、南つるぎ地域活性協議会の平

井会長の指導の下、学生自身の手で解体していきまし

た。学生たちは、増えすぎたニホンジカの捕獲の重要性と

ともに、ジビエとしての活用の重要性について学びまし

た。今回解体・処理された肉は、11 月に同大学の学食で

ジビエ料理として提供されます。 

上勝町の被災地 

特別講演の様子 

つるぎ町の被災地 

H30.7.9 三好市山城町 

慣れない作業で悪戦苦闘 
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徳島署庁舎 

共同作業で設置 

三好市山城町の被災地 

このエリアを再生します シカ捕獲用の箱ワナ 

会場に設けられた木育コーナー 

参加者からの質問 県、那賀町、北島町の協定 


